



Development of ａ Lesson That Encourages Transformation of the Students' View of Medium and
Small Companies:





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｂ↓ え 東大阪市の町工場は，他の工場 に，自社
でできない加工を発注することが多い。





















































発 問(○ ○),予 想される発言(・),生徒の活動(★) 資料 指示(・)，留意点( ※)， 目標となる知 識(○○)
＜１時間目＞
○中小 企業， とりわけ町工場か らイメ ージす る
ものは何か。
・くらい。しんどい。すぐ クビ にな る。…
○日本 の中小企業 はどうなっているのだろうか。
○この数字どおりに君 だちか就職するとすれば，
10人 に何人 くらいが中小企業で 働くことにな
るだろうか。そ れを どう思う か。
・10人 のう ち， ８人 から９人 も？
・どうしよう。大変 だ。･‥
○中小企業 にはどんな良 いところ（長 所・強 み）
があ るのだろう か。
・人工衛星（ まいど１号）を作って打ち上げ た。
→ すごい技 術を 持っている。（★資料）






※マイ ナスイメ ージが多い ことか予 想されるが， 前向きなイメ ージ( 人工衛 星
や他 のすぐ れた技術 など) を生 徒が出せば， こ れを中小企業 の強 みに関する
設問へ の回答 につ なげる。
O2002 年 時点， 製造業全体 の中小 企業(工場) は99.6%, 従業員数 は約85％， 生
産額 は約37 ％である。 ＜中小企業：従業員300人以下 ＞
○東 大阪市のチ ームを組んだ町工場が，大 学等 の専門機関と連携して共同開発
した人 工衛星(まいど １号)を, 2009 年 １月23 日に打上 げられたロケット に搭
載したことや，勤労者 の意識調査　 から， 中小 企業 は大企業に対して仕事 の
やりがいがあり， 自由 に仕事がで きることに気 づかせる。
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東大阪市の近年 の減少率を見よ う。（★資 料）
・かなり減っている。　　・最盛期 の35％も減っ
ている。　・やっぱり中小企業 はダメかな…
065% の中小企業は今 も生き残 って いる。 とす
れば， そこ に生き残 ってい る中小 企業 の本当
の強 みがある ので はない だろ うか。
○東大阪市の町工場 のすぐれたところは， どこ
にある のだろうかo（★資料 より調 べる）








○全国の工 業都市 の中で，工場数は第５位， 会社規模 に中小企業の占める割合，
工場 密度は共 に群 を抜い て全国第 １位であ る。 特 に， 中小企業 は99.95%,
従業員 ９人以下 の町工 場は80％近くも占める。隣接 の大阪市・八尾市 は工 場
地帯で，工場数 はそれぞれ全国２位・10位であるこ とにも触 れる。
○大企業 にはで きない独自の技術で成功している企業がある。 これらは， ペン
チ ヤービ ジネスやニ ッチ(隙間)産業の中でオ ンリ ーワ ン技術を もち， 全国一
の生 産を誇 るト ップ シェ ア企業 とい う。 しかしな がら，東 大 阪市 では大 半
(約80 ％)が当て はまらないことに気づかせる。
○ バブル景気 の崩 壊後，1990 年代前半から現在 の金融不況 に至 る長 い不況 の影
響で，特 に29人以下 の零細工場の減少は著しいo
※以下， 町工場( ９人以下) を対象に探究をすす める。
○東大阪市の中小工場は， 自社の持つ｢ 高い技術(製造技術)｣ 匚短納期｣｢ 小ロッ
ト(多 品種 少量)生 産｣ を主に， “自社 の強 み" として あげて いることに気づ
かせる。
○上 記の“強み" は， 自社自体の努力だけで達成でき るとい う点， 同時に， 同
業 者も多 く立地しているた めに，必然的 に起き る工場 間競争 に培われている
点 にも気づ かせる。
工業集 積地で ある東 大阪市には同業者 も多 く立地してい るので，常 に工 場間競争にさらされてい る。そ の結果， 高い技 術力 や短
納期，多 品種少 量生 産を得意とする企業が多い。
○人(従業員) も機械な どの設 備も少ない町工場
は， 自分 の工場 の努力 だけでやっていけるの
だろうか。
○ネ ジ１本を作 るにはどれだけの工 程かあるの
だろうか。(★資料 より調べる)
○東 大 阪市 のど のく らいの 割合 の工場 か 外注
(他工場へ加工を発注 すること)をしているの
か。　( ★資料 より調 べる)
＠自分 の工場 だけの努力 によらない強みとは何




○ ネジで すら， 切削するだけでな く，曲げ や，穴 あけや，熱 処理やメッキ等の
特 殊加工 がいるので， 特殊加工以外 の製造， まして は組立工 場に至 っては，
自工場 でできない技術を借りるこ とにな る。 よって，一般 の製造業 は他工場
と結びつ きながら生産しているこ とに気づか せる。
○80 ％以上 の企業が１社以上，半数以上が ６社以上 もの外注先 をもっている。
市内への外注は40％を超えており，隣 の工業 都市( 大阪市， 八尾市)を含める
と80％と，外注先の多くは近くの地域内であることを把握させる。そ れには，
工 場の集まっている地域 に立地す るとい う利点を生 かして いることにも気づ
かせる．
労働力 や機械設備 の少ない町工場で は， 自社でで きない工 程を外注する必要か おる。 そこで，東 大阪市の町工 場は， 周り に多様
な業種か集まる地域性を生かし， 自社 にない 技術を 互いに補うことで多様な製品作りを可能 にして いる。
＜２時間目 ＞
○外注 は一方通行 だけだろ うか。
・メ ッキ屋で は仕事を 出すことはないのでは？




ともあ るので はな いだろ うか。
○お互い の町工場 にとって利 益になる取引の関
係はない だろ うか。
○東大阪市で は， どのくらいの割合の工 場が仲
闇取引をして いるのか。（★ 資料より調査）
○なぜ， 同業者 同士 か仕事を 発注し合って，相
互の取引をしてい るのだろうかo
O 同業者 はライ バル同士 なのに， なぜ外注をし
合う のだろう か。 自分が町工 場の社長 になっ
た として， 同業者 に頼まなければならない事
態を想 像して みよう。
・機械 にト ラブ ルがあったとき， 急に故障した
とき。　　・大量 に注文 がきたとき　・急な注
文を受 けて， いくつ も仕 事か混んだとき
・急 に（機械を使え る）従業員 かやめたとき　…
○実際 に，仲 間取引 にはどのようなパターンか





・「 もしメッキ屋でも，得意でない仕事 がきたり，機 械の調子が惡 かったりし
たらどうするだろう｡」厂メ ッキ に限らず同じ ような仕事なら…」 などと生徒
の意見に疑問を投げかける。
・ 「お互い に仕事を出し合え ば， 互い のもうけ（利益） につなが るだろ う｡」
と，生 徒の意見を土台に外注 のバ リエ ーションを示 唆する。
○主 に同業者 同士 が互い に仕 事を 出し合 う（ 外注し合う）ことを，「仲 間取引」
または「横請け（横うけ）」 という。
○ 約半数。 大阪府全 体の工場 の調査で は， 仲 間取 引をして いる工場 の10％は，
売 上の30％も仲間取引に頼 ってい るこ とか分 かる。
・文 章化 して仮説へと高める
○ 自社でできる仕事だが，納期か短 すぎ たり大量 の注文 を受 けた時などは，い
くらかの仕事を仲間企業 に外注す る。（ ※手数料を 取らない時もある。 ）
○ 機械（設備）がない等で，不得意な仕事を請 けたとき， より得意な仲間に外注
する。 得意な仲間かいない場合，仲間 の持つ外 注先 に得意 な工 場があれば，
そこに仲間を 通して外注する。（※いず れも暗黙 のルールである。）
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＠仲間取引の利点をま とめて みよう。 14 ○機械 にト ラブルかあったとき， 同業者に頼む必要があ る。
東大阪市 の町工場の半数は， 自社でできない製造 品の量 と技術を 補う ために仲間取引をしている。仲間取引とは，緊 急時も含め，
得意先か ら， 自社で製造 できない量や， 自社でできない技術を含ん だ加工を受 注した時に， 製造能力 のある仲 間企業 へ互い に外 注
し合う，工場間相互 の取 引で ある。
○ 仲間取引のすぐ れた点 は，目 に見え る利益 か
関係するモノとお金 の取引 だけだろ うか。
★ 次時へ向け， 資料(筆者 の調査記録)を読 み，




○ 仲間取引か町工 場の強 みといえ るための， も
う一つ の側面とは何だろう。
15
※仮説を，文献を もとに検証していく過程をふんだ。しかし，こ れで は仲間取
引か，利益を少 し上 げる一手 段という理解しか生 まない。そこで，詳 しい資
料を読ん だり， 町工場 の経営 者から話を聞 くこ とで，仲 間取引 がもつ重 要な
側面(経営者 間の情報交換)を 検証する。
・ グル ープで の討議。発 表。
○製造技術，設備機 械， 品質 や価格等， モノづくり に関 わる情報 の交換。
○職人 の情報 や業界 の動 き(これから売れる製品等)や得意先，外注先 といった
経営そ のものに関わる情報の交 換。
仲間取引 のもう一つ の側面 とは， 製造技術や業 界の動きだけでな く，得意先や外 注先， 職人 の雇用などの経営上不可欠な情報交
換である。
＠以上 から， 町工場のすぐれた ところを，小 さい がゆえ に知恵 をしぼって経営を続けてい るこ とに注 目して， まとめよう。
東大阪市 の町工場 の多 くは， 高い 技術を 背景に多 品種少量生産を行い，工場 の集 積を利 用して， 複数の外注先を持つこ とで小規
模経営なが らも受注を確保して きた。 さらに， 仲間取引という，企業間 の相互取引 により， 互いの工 場の設備の利用 と経営上重要
な情報を交換するこ とで，経営を より強くしている。
○ 町工場が生き続 けるための知恵 って何だろう。
…東 大阪市の町工 場の強 みについて，こ れまで
に学んできたことから感想を出して みよう。
・人工衛 星など目立った良さ もある けど，多 く
の工場 はいろいろ知恵をしぽ ってい るこ とが
分かった。
・小 さい町工 場は， 違う業種だけでな く， 同業
者 ともつ ながって工 場を続けてい く力を， お
互いに強くしていることか分かっ たo
・ 同じような者どうし， つながるこ との大切 さ
を分かった気がする。とくに弱い者の場合…。
○東 大阪市の， 町工場間の仲間取引 の現状 はど
うなっているのだろうか。
・景気 が悪 くなっているので， みんな 自分 の工
場 だけで精一 杯。 そのため，仲間取引 は少な
くなってきているのではないだろうか。
・景気 が悪 いときこそ， 助け合 って盛ん にして
いかなければならないのではないだろうか。
（★ 資料 より調べ る。 或い は， 可能 なら町工
場 の経営 者に話をして もらう。）
○ 町工場 は， 仲間取引を続ける上で どのような
対 策とっているのだろうか。






○東大阪市 の町工場 は，「競争」 によって製造技術・効率を高 めるだ けでな く，
人 も機械設備 も少ない（経営 規模 か小さい）がゆえに自工場でできる 限界を，
他工場 とつなが って 匚共 存」 することで乗り越えてきた。中小企業をト ップ
企業 だけで評価する のではな く，匚共 存」 の視点 から， 名 もな い多く の町工
場 も積極的な評価 の対象 とすることを確認する。
○高井 田地 区では，9人以下の町工 場900社余りの約半数が仲間取引をして おり，
1997年と2003 年 の調査 の比率 はほぼ同じである。 しかし，近年 の不況 や安い
外国製品 の流入 によ る過度な価格競争 等の悪影響で，「信頼」 によって成立
つ仲間同士 の暗黙 のル ールが一 部で崩 れ始 めている。
02008 年秋 の金融危機以 降，仲 間に仕事を回す余裕のない町工場 も出始 めてい
る。最低限 の利益確保 のため， 外注は減少傾向。 ＜相互取引 の休止 例＞
○仲間取引をする町工場 のうち， ８％が仲間企業の転廃業など の影響で受注 が
減った等 の問題か 起きて おり, 31% が今後の発生に不安を もってい る。以上
の，現在 の問題点を把握 する。
○新たな仲間企業 の開拓 が約半 数と最 も多 く， 加工 の内製化（自分 の工場で加
工す る）がそ れに次 ぐという経営者の意識を知る。
※仲間取引 の今後を考え ると同時に， 町工 場自体のこれか らの存立 も，合 わせ
て考えてい くための問 いとする。
資 料
１　　中小企業庁『 中小 企業 白書』2004
2　　 朝日新 聞2009年 １月24 日号（大阪版） 夕刊第 １面
３　　中小企業庁「 勤労意 識実態調査」1996
4　　 名古 屋市市民 経済 局生 活流通 部勤労 福祉室「 モ ノづ くり
産業 における勤労者意識調査」2007
5　　 経済産業省『工業 統計』2005
6　　 経済産業省『2003 年 度版　製造基盤白書』2004,pp.98-107
7　　 大 阪中小企業 情報 センタ ー「東大 阪市 における 中小 企業
の集積と企業間ネ ットワ ークの変貌」1996,p.8











イ ンタ ーネ ット上 の “ネジ” 関連 用語を 使っ た検索 によ
る.
［引用文献およ び出典資 料］17  Cp.43)
［引用文献 およ び出典資 料］21  (p.9l) 22(p.8)
［引用文献 およ び出典資 料］27
［引用文献 および出典資 料］24(pp.l20-122)
額 田春華「大田区工場 群による『柔軟な 連結』 の連続的プ
ロ セス」
『国 際分業 パターンと企業間連携』中小企業総合研究機 構，
2005,p.7
本稿p.4 参照
［引用文献 および出典資 料］　30（p.10）
1718［引用文献および出典資料］　30(p.l5)大阪商業大学東大阪地域産業研究会『東大阪中小企業にお
ける生産機能高度化と企業間ネットワークの課題化に関する研究』　調査資料k4　2008,pp.28-29
IV　授業構想の意義
一般メディアや社会科教科書での町工場に関す
る情報量は少ないことと
，生徒が中小企業に勤め
る確率が高いことを考え合わせると
，仲間取引を
含めた豊富な資料を提示すれば
，生徒自身が身近
な問題として前向きに探究していくことが期待で
きる。
また
，町工場が築いてきた匚共存」のための知
恵を理解することは
，一般社会（世の中）を学ぶこ
と，すなわぢ他者とつながるこどの理解にも
通じる。
したがって
，本授業構想からは，子どもに厂共
存
」という新たな視点を含めた，前向きな中小企
業観を形成することが展望できる
。本稿が，子ど
ものもつ
，二重構造の弱者としての陰鬱な中小企
業観や
，たとえ肯定面であっても，企業精神や技
術を駆使した自助努力のみを称える中小企業観を
，
少しでも変容することに寄与できれば幸いである。
謝辞　本研究に
，長年にわたり取材に協力してい
ただきました企業経営者の皆様
，行政並びに大
学の研究者の皆様
，その他関係者の皆様に心よ
りお礼申し上げます。
［引用文献および出典資料］
１　経済産業省『平成17年　工業統計』　2007
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4　『高等学校　政治
・経済』東京書籍　2002
5　『新編　新しい社会５年上　教師用指導書』東京
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13　製造造品出荷額等1兆円以上の各都市のＨＰと，電
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16　湖中齊匚中小企業の連携と協働による都市の再生」『都市問題研究』55-8　2004
17　
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